




♪　メンデルスゾーン（１８０９年～１８４７年）　

      　ヴェニスのゴンドラの舟歌　イ短調　Ｏｐ.６２－５

　

♪　Ａ．マルチェッロ（１６６９年～１７４７年）

      　協奏曲　ニ短調  

          　１．Andante e spiccato  ２．Adagio  ３．Presto

♪　メンデルスゾーン     

　　　ヴェニスのゴンドラの舟歌　ト短調　Ｏｐ.１９－６

♪　スカルラッティ（１６８５年～１７５７年）

    　  ３つのソナタ　    ・ト長調　Ｋ.１５２（Ｌ.１７９）

　　　　　　　　　　    ・ニ長調　Ｋ.９６　（Ｌ.４６５）

　　　　　　　　　　    ・ホ長調　Ｋ.１６２（Ｌ.２１）

　

♪　メンデルスゾーン

     　 ヴェニスのゴンドラの舟歌　嬰へ短調　Ｏｐ.３０－６

♪　クレメンティ（１７５２年～１８３２年）

    　  ソナタ　嬰へ短調　Ｏｐ.２５－５

        　  １．Allegro con espressione  ２．Lento e patetico  ３．Presto

ggggggg 休　 憩  ggggggg

Program ごあいさつ

　本日は、ご多忙の中、ヴィクトル・リャードフピアノリサイタルにご来場賜り、誠にありがとうござ
います。「ヴィクトル・リャードフピアノセミナーイン大阪」も、皆様方はじめ多くの方々のご支援
により２回目を迎えることができました。
　本日ザ・フェニックスホールにヴィクトル・リャードフ氏を迎えてのこのコンサートは、「第２回ヴ
ィクトル・リャードフピアノセミナーイン大阪」のオープニングコンサートとして開催させていただ
くものです。１９９４年第２回浜松国際ピアノコンクール優勝以来、世界の檜舞台で活躍を続け
るリャードフ氏の素晴らしい、また心温まる演奏をご堪能いただけましたら幸いです。
　明日からは、１週間に渡って、大阪市福島区のピアノサロン「遊音堂」において若手演奏家を
対象としたリャードフ氏によるレッスンが行われます。第一線で活躍するピアニストによるレッス
ンを求めて、関西のみならず、東京、名古屋、浜松、倉敷、愛媛からも前回をはるかに上回る
多数の方々からのお申し込みがあり、書類審査を通過した２０名のピアニストがセミナーを受講
されることになりました。9歳、12歳という若い才能からコンクール入賞歴豊富な演奏家や音大
教員、中には留学先から一時帰国して駆けつけられる受講生もおられます。
　このセミナーで、若い才能あるピアニストたちが、リャードフ氏から多くを学び、将来の関西音
楽界を支える人材に育ちますよう、また、これからの関西の音楽界がますます発展していきま
すよう、切に願ってやみません。
　最後になりましたが、「第２回ヴィクトル・リャードフピアノセミナーイン大阪」にご協力いただい
た方々に、あらためて感謝を申し上げます。

ヴィクトル･リャードフピアノセミナー実行委員会

　
　本日のプログラムは「イタリア音楽紀行」と題し、イタリアに関する作品ばかりが演奏されます。
外国人旅行者がヴェニスを訪れてゴンドラに乗りながら町を観光していくように、リャードフ氏が
演奏する３つの「ヴェニスのゴンドラの舟歌」が船頭役となり、皆様をイタリア音楽の世界へと導
いてくれることでしょう。さらにバロックのマルチェッロに始まり、近現代のプーランクに終わると
いうように、時代をも旅する演出がなされています。もちろんアンコールも今回のプログラムの
テーマに沿って決められているそうです。
　なお、プログラムの解説はリャードフ氏自身によるものです。　　

　このプログラムではイタリア音楽、特に「音楽」の都市として知られるヴェネツィア・ナポリの２
都市の音楽を取り上げます。イタリアの作曲家（マルチェッロ・スカルラッティ・クレメンティ）の
作品が演奏されるプログラムの前半は、イタリアを旅行している外国人であるメンデルスゾーン
の目線で捉えられています。つまり彼の３つの「ヴェニスのゴンドラの舟歌」はイタリア人作曲家
の作品の先駆けとなり、私たちにイタリアを旅している感覚を与えながら、それぞれの作曲家
を紹介する役割を果たしているのです。メンデルスゾーンの「舟歌」は次の作品に向けて入念
に調性を揃えられています。例えば１曲目のメンデルスゾーンの「舟歌」はイ短調ですが、そ
の結末はイ長調となり、次のマルチェッロの協奏曲ニ短調のドミナントとして現れます。マルチ
ェッロの協奏曲はニ長調で終わり、その次に演奏されるト短調の「舟歌」のドミナントになります。
ト短調の「舟歌」の次は同主調であるスカルラッティのト長調ソナタが演奏されます。３つ目の
「舟歌」は嬰へ短調で書かれており、次のクレメンティの嬰へ短調ソナタと同じ調で揃えられて
います。そのため、このコンサートの前半は共通したコンプレックスでドラマティックにまとめら
れているのです。また、マルチェッロ・スカルラッティ・クレメンティの作品を年代順に整理して
みると、年代が古いほどピアニスト（ヴィクトル･リャードフ）が即興の「共同制作」の原則により

大きく従うことがはっきりと分かります。スカルラッティの作品では装飾音の奏法は全て演奏者

に委ねられており、さらにマルチェッロの「協奏曲」においては、即興のレベルがピアニストに

よる「コンサートでの編集」と呼ばれてもおかしくないという域にまで達していると言えるでしょう。

マルチェッロはこの編集の際、J.Sバッハによって書かれた「協奏曲BWV９７４」に倣っています。
～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～

　プログラムの後半は、自分たちの創作活動の方向性をイタリア、特にヴェネツィア・ナポリの

２都市に見出しているイタリア人以外の作曲家（ショパン・リスト・プーランク）の作品から構成さ

れています。

　演奏されることが稀なショパンの作品「パガニーニの思い出」で後半が始まります。この作品

には、イタリア国民の歌を主題とした変奏曲「ヴェネツィアの謝肉祭」の小連作が含まれていま

す。19歳のときショパンはワルシャワでパガニーニの公演に足を伸ばし、そこでパガニーニの

この主題での変奏曲を耳にしました。ショパンははつらつとしたパガニーニとは違い、自分の

スタイルを守り通してこの変奏曲に叙情的な雰囲気を持たせたのです。ショパンの変奏曲は、

円熟期のショパン自身によって書かれた子守歌作品５７に影響を与えたようです。

　タランテラ作品４３もステージであまり演奏されることがないのですが、この作品でショパンは、

自分の構想と有名なタランテラの手本、例えばロッシーニの作品などとを比較しながら、この

伝統的なイタリアのジャンルの規則に正しく従っています。

　３つの小品≪ゴンドラを漕ぐ女≫、≪カンツォーネ≫、≪タランテラ≫から成るリストの組曲

「ヴェネツィアとナポリ」はピアニストにとって最も人気のある作品のひとつです。この奥深く、

大変ドラマティックなリストの作品はイタリア国民の気質に礎があり、また、カンツォーネではロ

ッシーニのオペラ「オテロ」からの抜粋も引用しています。このたいへん美しい作品の中で彼

は、隠された善と悪、純潔と悪徳、さらに罪とそれに対する報復を表現しています。そのことに

よってリストはただの傍観者ではなく、哲学者でもあることがわかります。

　短い３つの小品≪舟歌≫、≪ノクターン≫、そして≪イタリア風奇想曲≫からなるプーランク

の短い組曲「ナポリ」は、彼自身が印象主義派の敵のような姿勢をとっていながらも、その内

容はたいへん印象主義的であります。また、この組曲の響きはかなり鮮明な視覚的イメージを

与えてくれます。伝統的な温かみのある魂のこもった舟歌は、プーランクのもとで、軽い音程

の狂いとともに速い水の流れをも表現するほど、陽気ですばらしいものとなりました。さらに、さ

んさんと輝いている太陽や、日常の都市での醜悪な側面も少しその中に感じ取ることができま

す。ここで、前半の「ヴェニスのゴンドラの舟歌」で聞いた船頭の汽笛の音が広まるのです。

　ノクターンは、反対に闇夜の中で驚くほどまばゆい月の光に満ちています。これは単に夜の

メロディーであるだけでなく、磯波の跳ね上がった音を伴った月そのものによる子守歌であり

ます。私たちが月を真正面に見るとき、いつも変わらないのと同じように、この曲も長く、一様、

そして無限で、時間の概念を欠いているのです。この平穏な感じは途中で途切れ、叫び声や

非難やいさかいから成る、「夜の大騒ぎ」と呼ばれてもおかしくない短い日常生活のシーンが

現れます。これはいつも静かな夜によって包み隠されている冬の生活の一部なのです。

　イタリア風奇想曲でこの組曲を、そしてこのコンサートを締めくくります。これはナポリの生活

についての一種の「ドキュメント映画」です。明るいタランテラがこの上ない物憂げなロマンス

曲に、そしてそれがエネルギーに満ち溢れる行進曲に変わり、まばゆい花火のようなフィナー

レで幕を閉じるのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本語訳：　佐伯　理恵子

プログラム解説　    ヴィクトル･リャードフ

～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～

♪　ショパン（１８１０年～１８４９年）

     　 パガニーニの思い出（ヴェネツィアの謝肉祭）遺作

　　　タランテラ　Ｏｐ．４３

♪　リスト（１８１１年～１８８６年）

      　巡礼の年 第２年補遺「ヴェネツィアとナポリ」

　　　　　１．ゴンドラを漕ぐ女

　　　　　２．カンツォーネ

　　　　　３．タランテラ

♪　プーランク（１８９９年～１９６３年）

    　  ナポリ　～ピアノのための組曲～

　　　　   １．舟歌

　　　　   ２．夜想曲

　　　　　３．イタリア風奇想曲




